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懸命に汗を流す懸命に汗を流す災害ボランティアのみなさん災害ボランティアのみなさん

携帯・スマホからアクセス！

一日で私たちの日常を奪った

一日で私たちの日常を奪った

集中豪雨集中豪雨



　小白川の氾濫により、壊滅的な被害をう
けました。

小白川　アスパラ団地

　椿の裏山から流れてくる柳沢の氾濫により
排水路があふれ、道路や水路が決壊しました。

椿　町道飯豊川西線

　小白川に流木がひっかかり橋が壊された。
護岸が跡形もなく被害を受け、田の法面も
流されています。

小白川　上郷地区

　小白川の氾濫により、流れてきた木がこ
の橋で堰となり高欄が全てもぎ取られ、上
流の水田の土砂があふれました。

小白川　芋
いも

禿
はげ

橋

　崩落した山の上部にあった用水路が、土
砂とともに流されました。

高峰　白川幹線水路

　橋の上まで溢れた水が舗装を浮き上がら
せた様子。

町道添川線　東山１号線
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　萩生川の上流からの土砂が、川をふさい
だため、鉄橋から萩生駅前にかけて流木等
が線路や道路に入り込みました。

萩生　駅付近JR

　椿地区の裏山の林道に通じる道路
　山の土砂崩れにより沢水があふれ、土砂
や泥水が家屋や農地へ流れ込みました。

椿　町道小原台線

　一級河川小白川の氾濫よって橋が落下し
通行止めになっていましたが、仮橋がかけ
られ通行できるようになります。

小白川　主要地方道長井飯豊線　大巻橋

　萩生の町上にかかる弥五郎橋の左岸側が
洗堀され、上水道管が寸断したために町内
の広い範囲で断水しました。

萩生　町道寺分線　弥五郎橋

　８月３日　朝から降り続いた雨は、正午過ぎからは線状降水帯となり24時間最大雨量は306.5mm
に達し、観測史上最大の規模となりました。
　このため主な河川や沢は水があふれ、至る所土砂崩れを引き起こし、建物倒壊はじめ床上床下浸
水、農地農作物への土砂流入、道路・橋・河川やＪＲ米坂線の決壊など、大きな爪あとを残しました。
　今後「激甚災害」の指定によって、国や県の支援を受けながら復旧・復興の事業を行うことになりま 
す。議会においてもその対応に奔走しました。

大きな爪あと ８・３豪雨
急がれる復旧復興 議会現地調査
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小白川と白川の合流地点JRが落橋

椿　山からの土砂が水田を埋め尽くす小白川の氾濫により電柱が倒された

飯豊中グランドに土砂がJR米坂線の線路が宙吊りに

断水により自衛隊に支援をいただく農作業小屋や農機具の被害も甚大
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　甚大な被害は、住民生活や経済活動に大きな影響を及ぼしています。主な被害状況は以下のと
おりです。被災内容は羽越水害を越えていると言われています。　　　　　　　　（10月17日現在）

　『人的被害』　行方不明者　１名　避難所６か所　避難者232人
　『家屋被害』　全壊２件・中規模半壊４件・半壊43件・一部損壊139件・非住家219件
　　　　　　　罹災証明発行　全壊２件　大・中規模半壊５件　半壊40件　一部損壊106件
　『道路被害』　国道一時通行止め・県道８路線被害　・町道81路線(49億円)
　『停電』　　　停電戸数565戸
　『水道断水』　～８月９日　2,300戸・萩生水源は導水不可
　『河川』　　　町内河川　県管理２河川に甚大な被害あり　町管理４河川護岸決壊
　『通信』　　　３箇所被害　町内一部地域800回線に影響
　『鉄道』　　　米坂線今泉～坂町間不通のためバスによる代行輸送
　『林道関係』　調査中　
　『農地』　　　被害1,194か所（12.6億円）・農業用施設489か所（23.6億円）　水稲被害（6.9億円）

S42羽越水害を超えたか
8.3豪雨

国県及び国会議員への緊急要望内容 飯豊町議会

　町とともに、国・県・国会議員等へ早期復旧と財政
的支援を要望しています。

主な要望事項

１　国道や河川施設の早期完全復旧
２　ＪＲ米坂線復旧のため、ＪＲ東日本㈱に要請依頼
３　Ｒ113号宇津トンネル付近崩落個所早期復旧と
ともに、新潟山形南部連絡道路「飯豊町区間」を
早急に調査区間へ格上げを

４　激甚災害の指定により、多くの災害箇所が適用に
なるよう配慮を

５　準用河川の改良復旧及び砂防ダムの新設
６　所得減少農家への営農財政支援
７　圃場やハウス・畜産施設・農業機械が被災した農
家への支援

８　特別交付税などの財政措置及び早期支払いについ
て特段の配慮を

９　国県等における相談体制の構築を
（要望事項は一部簡略しています）

大巻橋の落橋　早期の復旧を

各所で早期復旧を訴える菅野議長
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予算見直し災害　復旧予算確保予算見直し災害　復旧予算確保 ９　月
定例会

　

令
和
４
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
６
日
か
ら
16
日

ま
で
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の

一
般
質
問
は
２
名
が
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
議
案
審
議
で
は
承
認
６
件
、
条
例
の
設

定
等
３
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
を
含

む
各
特
別
会
計
補
正
予
算
11
件
、
ほ
か
に
報
告
１
件

に
つ
い
て
審
査
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
事
業
会

計
決
算
の
13
件
は
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付

託
審
査
し
ま
し
た
。
４
日
目
に
は
総
務
文
教
・
産
業

厚
生
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行

い
、
最
終
日
に
は
、
決
算
の
認
定
、
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、

人
事
案
件
３
件
、発
議
４
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、

認
定
し
閉
会
し
ま
し
た
。

概　要
条

  

例

●
飯
豊
町
議
会
議
員
及
び

飯
豊
町
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
に
要
す
る
費

用
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定
に
つ
い
て

○
公
職
選
挙
法
施
行
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
等
を
行
う
も
の
で

す

●
飯
豊
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
職
員
の
妻
の
出
産
に
係

る
特
別
休
暇
の
取
得
要
件

を
緩
和
す
る
た
め
一
部
改

正
を
行
う
も
の
で
す

●
飯
豊
町
職
員
の
育
児
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
非
常
勤
職
員
の
育
児
休

　
（
全
議
員
候
補
者
の

　
　

推
薦
に
同
意
）

◆
萩
生
財
産
区

　

管
理
会
委
員

土
屋　

光
栄

髙
橋　

一
範

小
松　

要
一

後
藤　

祐
宣

後
藤　

孝
一

長
谷
部
元
良

嘉
藤　

直
昭

（
全
議
員
選
任
に
同
意
）

○
契
約
の
相
手
方

　
　

樋
口
建
設
株
式
会
社

（
飯
豊
町
）

人　

  

事

◆
教
育
委
員
会
委
員

　

飯
豊
町
大
字
岩
倉

伊
藤　

和
憲

（
全
議
員
任
命
に
同
意
）

◆
人
権
擁
護
委
員

　

飯
豊
町
大
字
黒
沢

手
塚　

淳
子

業
の
取
得
要
件
を
緩
和
し

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す

い
勤
務
環
境
を
整
備
す
る

た
め
一
部
改
正
を
行
う
も

の
で
す

工
事
請
負
契
約

◆
飯
豊
町
町
民
総
合
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
工
事

︵
債
務
負
担
行
為
︶

○
契
約
金
額

　
　

６
億
３
８
０
０
万
円
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予算見直し災害　復旧予算確保予算見直し災害　復旧予算確保令和４年
８・３
豪雨災害

◆一般会計補正予算（第５号・第６号の合計）
（歳　入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

款 補正前の額 補正額 計 主なもの

町税 5億9155 3143 6億2298 個人所得税（町民税）

地方特例交付金 550 72 622 地方特例交付金

地方交付税 31億8380 1億9022 33億7402 普通交付税・特別交付税

分担金及び負担金 1534 6 1540 一時保育事業利用者の増

国庫支出金 6億1134 ▲4226 5億6908 道路メンテナンス事業精査による減額

県支出金 4億8319 8612 5億6931 被災住宅応急修理に係る補助金の追加

寄付金 1億5110 1244 1億6354 一般寄付金・企業版ふるさと寄付金

繰入金 8億3622 1億1274 9億4896 財政調整基金・スポーツ振興基金

繰越金 1億5925 5084 2億1009 前年度繰越金

諸収入 1億0728 117 1億0845 雑入・国道改良工事に伴う物件補償費等

町債 6億3020 1億8470 8億1490 災害援護資金貸付金

補正の無い款の額 3億6446 0 3億6446

歳入合計 71億3924 6億2817 77億6741

（歳　出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

款 補正前の額 補正額 計 主なもの

議会費 7992 ▲ 2 7990 議会運営費

総務費 11億9190 574 11億9764 企業版ふるさと納税積立金・防犯灯修繕等

民生費 15億3483 4130 15億7613 災害ボランティアセンター委託料等

衛生費 4億3706 2494 4億6200 災害廃棄物処理事業

農林水産業費 8億6992 5276 9億2268 被災した農集排施設修繕に係る繰出金等

商工費 3億6721 252 3億6973 企業支援施設修繕料等

土木費 6億3452 ▲ 3733 5億9719 道路維持事業工事請負費等の減額

消防費 2億6030 3210 2億9240 災害対応に係る時間外勤務手当等の追加

教育費 5億6816 2962 5億9778 被災した天養寺観音堂解体の工事請負費等

災害復旧費 2億5246 4億6754 7億2000 豪雨災害による農地、林道の復旧事業

予備費 300 900 1200

補正の無い款の額 9億3996 0 9億3996

歳出合計 71億3924 6億2817 77億6741
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令和３年度の一般会計、各特別会計及び水道事業会計を合わせた全13会計の決算は、決算特
別委員会において審査の上、全会一致で認定されました。

特に留意すべきは、令和３年度末の町債（町の借金）の残高が、134億1925万円（昨年より938
万円の増）となり、年度末の人口6616人で割り返すと町民一人当たり203万円（昨年より5万円の
増）の借金額となることです。

また、一般会計の財源構成比率は、税金などの自主財源が19.3%、国からの地方交付税・国や
県からの交付金・補助金及び町債（借金）などによる依存財源の割合が80.7%であり、相変わら
ず自主財源に乏しい財政基盤の状態で行政運営がなされています。

実質公債費比率とは、町が国から借り受けている借金返済額を標準的な財政規模で負担
する割合を率で表すもので、飯豊町の割合は12％となり、この数値は県内35市町村中第３位
と高い数値となっています。

公債費（借金返済）は、削減したり、先送り出来ない義務的な経費であり、この比率が
高くなると財政の弾力性が低下し、他の事業費を節減・縮小する必要が生じてきます。

町民一人当たりの借金203万円、 実質公債費比率12％町民一人当たりの借金203万円、 実質公債費比率12％（県内第３位）（県内第３位）

項　　目 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

歳  入  総  額 67億6010 74億2088 73億6290 93億5963 76億7421 

歳  出  総  額 64億2713 71億3803 69億4770 90億4008 72億 158 

基 金 積 立 金 158 126 24 4 11 

基金取り崩し額 3億        3億4000 4億7800 1億3100 7800 

（単位　万円）
過去５年間の財政収支の状況

令和３年度　主な予算執行事業
●新型コロナウイルス感染症対策　　　8,311万円
●役場非常用発電機整備事業　　　　　7,384万円
●飯豊中学校大規模改修（継続）　  4億4,941万円
●林業振興事業　　　　　　　　　　　9,585万円
●除排雪事業（道路除雪・高齢者等支援）

3億8,172万円
●ひとり親家庭等、子育て支援医療給付

4,138万円 改修後の飯豊中学校改修後の飯豊中学校

令和４年10月25日　議会だより187号（8）



町民一人当たりの借金203万円、 実質公債費比率12％町民一人当たりの借金203万円、 実質公債費比率12％（県内第３位）（県内第３位）

一般会計決算

歳　入　76億7421万円 歳　出　72億158万円

各特別会計決算 （単位　万円） 各 基 金 残 高 （単位　万円）

基金の名称 令和３年度末残高
財政調整基金 5億1223
減債基金 2億9938
地域福祉基金 8944
公共施設調整基金 3億2054
地域振興基金 4507
いいでめざみの里応援寄付基金 6037
中小企業緊急災害等対策利子補給基金 1871
企業版ふるさと納税地方創生基金 500
スポーツ振興基金 2841
交通遺児等支援基金 501
国民健康保険給付基金 9562
介護保険介護給付準備基金 1億7272
畜産振興基金 5526
森林環境譲与税基金 1063
奨学資金賃与基金 6446
土地開発基金 1億7165
財産区基金（４財産区） 7944
総合計 20億3394

会　　計 歳　入 歳　出

国民健康
保険

事業勘定 8億2281 7億9997

直診勘定 9360 9346

介護保険 9億5511 9億0272

後期高齢者医療 9284 9223

下水道事業 4億1074 4億1054

訪問看護 1780 1766

介護老人保健施設 2億8273 2億8258

５財産区 890 788

水道事業
収 益 的 2億3450 1億8870

資 本 的 3億2707 1億2638
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6月に発生した豪雨災害復旧に財政調整基金6月に発生した豪雨災害復旧に財政調整基金

5900万円取り崩す5900万円取り崩す
第5回臨時会（令和4年８月1日開議）

　

８
月
１
日
、
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
６
月
26
日
~
28

日
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に

よ
る
復
旧
の
た
め
の
、
一

般
会
計
補
正
予
算
と
事
故

に
よ
る
復
旧
の
た
め
の
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
を
審
議
し
、
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
６
１
６
５
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
68
億

９
１
３
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
下
水
道
事
業
特
別

会
計
は
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
０

０
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
４
億

８
３
４
８
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
に
係

る
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
２

件
を
全
員
一
致
で
承
認
い

た
し
ま
し
た
。

た
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
係
る

損
害
賠
償
の
承
認

（
２
件
）

●
令
和
４
年
５
月
５
日
、

飯
豊
町
大
字
手
ノ
子
地
内

に
お
い
て
、
公
用
車
を
運

転
中
に
発
生
し
た
交
通
事

故
で
、
新
潟
県
在
中
の
男

性
に
対
し
て
損
害
賠
償
金

４
７
６
０
８
円
を
支
払
う

も
の
で
あ
る
。

●
令
和
４
年
4
月
24
日
、

飯
豊
町
大
字
上
原
地
内
に

お
い
て
、
公
用
車
を
運
転

中
に
発
生
し
た
交
通
事
故

で
、
飯
豊
町
在
中
の
男
性

に
対
し
て
損
害
賠
償
金

８
５
８
６
３
円
を
支
払
う

も
の
で
あ
る
。

補
正
予
算

一
般
会
計
主
な
歳
入

　

林
道
災
害
復
旧
費
負
担
金　

２
６
０
万
円

　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金　

５
９
０
０
万
円

　

繰
越
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

一
般
会
計
主
な
歳
出

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計　

１
６
０
０
万
円

　

農
地
等
単
独
災
害
復
旧
事
業　

５
０
０
万
円

　

林
道
単
独
災
害
復
旧
事
業　
　２

７
８
０
万
円

　

林
道
補
助
災
害
復
旧
事
業　

　
　

４
０
０
万
円

　

道
路
橋
梁
単
独
災
害
復
旧
事
業　８

８
５
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

　

一
般
会
計
繰
入
金
の
追
加　

　

１
６
０
０
万
円

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
出

　

中
継
ポ
ン
プ
制
御
盤
の
復
旧
工
事
に
係
る

　

設
計
委
託
料
及
び
工
事
請
負
費
の
追
加

　
　
　

１
６
０
０
万
円　

崩れた林道崩れた林道壊れたポンプ制御盤壊れたポンプ制御盤
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２人の議員が質問に立つ

議会傍聴においでください　　次回の定例会は12月８日（予定）からです。お気軽にどうぞ。
　　　　　　　　　　　　　　　　 電話　０２３８（８７）０５２７　議会事務局

氏　名 質　　問　　事　　項 ページ

１．議席番号５番
　　髙橋　勝　議員

① デジタル社会で暮らしはどうなる

② 生産費高騰で苦境の農業界　打開策は

③ 教育環境の未来は　分岐点のこの1年

Ｐ12

２．議席番号４番
　　遠藤　芳昭　議員

① 少人数校　早期再編が必要では

② 電池バレー　一旦は立ち止まるべき
Ｐ13

　

議員が、町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的提言や行政の
課題などを執行者に直接質すことです。また、執行者の所見や施策について報告を
求めたり問い質すこともあります。
質問の範囲は、町の行財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）のほか、
地域で住民生活に密接している事項など多岐にわたっています。

一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。
また質問内容は、要約した記事となっています。

一般質問とは…

（11）議会だより187号　令和４年10月25日



一般質問

●
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
住
民

の
暮
ら
し
は
ど
う
な
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の

提
案
の
取
り
扱
い
は

質
問　
今
年
度
６
月
か
ら

「
デ
ジ
タ
ル
推
進
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
が
派
遣
さ
れ
て

い
る
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

か
ら
の
提
案
を
、
ど
の
よ

う
に
取
り
扱
う
予
定
か
。

各
課
の
課
題
の
整
理
と

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
実
施

町
長　
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
か
ら
の
支
援
・
提
案
を

う
け
て
、
各
課
の
業
務
課

題
と
現
在
の
取
り
組
み
の

ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
行
い
、
本

年
度
内
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

（
予
定
表
・
行
程
表
）
作

成
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
地
区
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
へ
の
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
と
住
民
ニ
ー
ズ
把

握
の
た
め
の
手
法
を
検
討

し
、「
住
民
生
活
を
よ
り

良
い
方
向
に
変
化
さ
せ

る
」
Ｄ
Ｘ
を
実
現
し
た
い
。

住
民
の
ニ
ー
ズ（
声
）

は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
反
映
は

再
質
問　
地
区
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
へ
の
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
結
果
や
住
民
ニ
ー
ズ

は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
反

映
さ
れ
る
の
か
。

地
域
ご
と
に
巡
回
し
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
反

映
さ
せ
る

企
画
課
長　
直
接
対
話
形

式
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
単
位
な
ど
で
、

巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

地
域
ま
た
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

●
生
産
費
高
騰
の
農
業
界
。

打
開
策
は

地
域
資
源
の
利
活
用

で
資
材
高
騰
対
策
を

質
問
①　
昨
年
度
の
地
域

づ
く
り
座
談
会
に
て
、
高

騰
す
る
粗
飼
料
に
対
し
て

「
耕
畜
連
携
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
を
進
め
た
い
」
と
町

は
回
答
さ
れ
て
い
る
。
全

町
で
実
施
よ
り
も
、
モ
デ

ル
地
域
を
設
定
し
支
援
を

し
て
は
ど
う
か
。

質
問
②　
「
県
内
の
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
で
発

生
す
る
も
み
殻
の
処
理
に

苦
慮
」
と
の
新
聞
報
道
が

あ
る
。
も
み
殻
を
「
土
壌

改
良
剤
」
ま
た
「
燃
料
」

と
し
て
の
、
商
品
化
の
支

援
を
で
き
な
い
か
。

稲
わ
ら
収
集
組
織
を
、

ま
ず
は
地
域
特
定
で

町
長　
水
稲
収
穫
後
の
限

ら
れ
た
時
間
に
、
機
動
的

に
活
動
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
ま
ず
は
地
域
限
定
で

行
い
、
将
来
的
に
は
地
域

飼
料
を
生
か
す
シ
ス
テ
ム

を
確
立
し
て
い
き
た
い
。

町
の
支
援
事
業
の

活
用
を

町
長　
も
み
殻
の
処
理
は

農
業
者
に
と
っ
て
、
手
間

と
費
用
は
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
土

壌
改
良
剤
と
し
て
の
有
効

性
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

商
品
化
に
向
け
て
は
、「
６

次
産
業
化
推
進
支
援
事

業
」
を
活
用
い
た
だ
き
た

い
。

●
教
育
環
境
の
未
来
は

な
ぜ
改
修
期
間
限
定

の
運
営
な
の
か

質
問　
こ
ど
も
み
ら
い
館

は
、
あ
～
す
の
大
規
模
改

修
期
間
に
限
り
、
３
月
閉

園
予
定
の
添
川
児
童
セ
ン

タ
ー
で
、
運
営
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
。
改
修

が
終
了
し
た
ら
、
元
へ
戻

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は
。

県
に
設
置
届
出
を
提

出
し
、
条
例
で
定
め

ら
れ
て
い
る

教
育
長　
自
由
来
館
型
の

児
童
厚
生
施
設
と
し
て
、

山
形
県
へ
設
置
届
出
を
行

い
、
公
の
施
設
と
し
て
の

機
能
と
位
置
も
含
め
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。　
　

（
本
人
執
筆
）

デジタル社会で私たちの暮らしはどうなるデジタル社会で私たちの暮らしはどうなる
町長：住民生活をより良い方向に変化させる町長：住民生活をより良い方向に変化させる

髙
橋
　
勝
議
員

タブレットの有効活用は

令和４年10月25日　議会だより187号（12）



一般質問

●
小
学
校
早
期
再
編

質
問　
町
内
に
２
年
間

新
入
生
の
い
な
い
学
校
が

あ
る
。
再
編
を
急
ぐ
べ
き

で
は
な
い
か
。

再
編
は
町
全
体
で
構
築

教
育
長　
少
人
数
校
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
必

要
な
環
境
が
十
分
で
は
な

い
と
い
う
保
護
者
の
心
配

は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

今
後
学
校
再
編
は
個
々
の

学
校
に
限
定
せ
ず
町
全
体

的
視
野
で
構
築
し
た
い
。

子
ど
も
の
考
え
や
意

見
を
吸
い
上
げ
た
か

質
問　
少
人
数
校
は
団
体

活
動
も
限
定
的
と
な
る
。

子
ど
も
た
ち
に
も
考
え
が

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
吸

い
上
げ
は
行
っ
た
か
。

子
ど
も
の
意
見
は

聞
い
て
い
な
い

教
育
長　
少
人
数
校
に
は

良
さ
も
あ
る
。
子
ど
も
の

意
見
は
聞
く
べ
き
で
は
な

い
と
と
ら
え
て
い
る
。

保
護
者
の
意
見
は

質
問　
多
く
の
保
護
者
が

再
編
を
望
ん
で
い
た
。
そ

れ
以
降
保
護
者
の
意
見
を

確
認
し
て
き
た
か
。

地
域
づ
く
り
座
談
会
で

教
育
長　
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
な
く
、
地
域
づ
く
り
座

談
会
で
お
聞
き
し
て
い
る
。

少
子
化
対
応
が
後
手

に
な
ら
な
い
よ
う
に

質
問　
当
該
校
は
令
和
元

年
に
児
童
34
名
い
た
が
、

現
在
は
15
名
で
複
式
２
学

級
で
あ
る
。
学
校
現
場
か

ら
の
意
見
は
上
が
っ
て
い

な
い
か
。

義
務
教
育
学
校
で
解
決

教
育
長　
教
員
に
は
少
人

数
校
な
ら
で
は
の
課
題
も

あ
り
、
ご
苦
労
を
か
け
て

い
る
。
課
題
は
町
全
体
で

義
務
教
育
学
校
の
取
り
組

み
で
解
決
し
て
い
き
た
い
。

●
電
池
バ
レ
ー

専
門
職
大
学　
３
億
５

千
万
円
も
補
助
し
た
が

質
問　
町
長
は
、
今
後
整

備
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
言
っ
て
い
る
が
、
す
で

に
３
億
５
千
万
円
も
補
助

し
て
い
る
。

教
育
環
境
整
備
を

支
援
し
た
い

町
長　
来
年
４
月
の
開
学

に
よ
り
、
学
生
や
大
学
関

係
者
が
流
入
し
、
民
間
ア

パ
ー
ト
整
備
な
ど
、
町
経

済
活
性
化
を
期
待
し
て
い

る
。
今
後
募
集
や
学
生
生

活
に
必
要
な
教
育
環
境
整

備
な
ど
を
支
援
し
た
い
。

空
家
の
貸
工
場

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

質
問　
26
億
円
の
貸
工
場

は
２
年
経
っ
て
も
空
き
家

状
態
の
ま
ま
だ
が
。

町
で
も
企
業
誘
致
を

す
す
め
て
い
る

町
長　
予
定
企
業
は
本
年

４
月
か
ら
は
操
業
す
る
と

し
て
い
た
が
、
す
ぐ
に
は

操
業
出
来
な
い
と
い
う
。

現
在
、
山
形
銀
行
と
町
は

新
た
な
借
り
手
を
さ
が
し

て
い
る
。

他
に【
自
主
防
災
会
組
織
】

を
質
問　
（
本
人
執
筆
）

少
人
数
学
校
は
再
編
を

急
ぐ
べ
き
で
は
な
い
か

少人数校は急いで再編を少人数校は急いで再編を
教育長：義務教育学校の取り組みを見すえる教育長：義務教育学校の取り組みを見すえる

遠
藤
芳
昭
議
員

１
学
級
20
人
程
度
が

適
正
規
模
と
し
て
い
る

専門職大学内部
令和３年11月議会調査

貸工場内部
令和３年11月議会調査
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ふるさと納税特別ふるさと納税特別
広告枠の効果は広告枠の効果は

総務文教
所 管 分

決
算
特
別
委
員
長

　
後
　
藤
　
惠
一
郎

ふ
る
さ
と
納
税

広
告
枠
の
効
果
は

屋
嶋
委
員

ふ
る
さ
と
納

税
特
別
広
告
枠
︵
７
６
５

万
円
︶
の
効
果
は
。

企
画
課
長　
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

商
品
広
告
を
掲
示
さ
れ
る
。

期
間
は
４
月
下
旬
か
ら
５

月
下
旬
と
11
月
下
旬
か
ら

翌
年
1
月
上
旬
に
行
わ
れ

た
。
元
年
度
と
の
比
較
で
、

件
数
が
３
倍
の
２
６
０
０

件
、
金
額
が
５
倍
の
６
０

０
０
万
円
と
な
り
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
巣
ご
も
り
需
要

も
あ
っ
た
と
思
う
が
、
効

果
は
絶
大
と
分
析
し
て
い

る
。

補
助
金
額
の
地
域
差

は
な
ぜ
か

舟
山
委
員

地
域
づ
く
り

推
進
事
業
費
補
助
金
に
つ

い
て
、
地
区
毎
に
比
較
す

る
と
、
金
額
に
開
き
︵
最

高
額
:
１
４
３・
５
万
円
・

最
少
額
:
６・
５
万
円
︶

が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

要
因
か
。

企
画
課
長　
５
年
間
の
計

画
で
1
年
当
た
り
70
万
円

の
地
区
別
計
画
に
基
づ
く

事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る

が
、
使
途
に
つ
い

て
は
各
地
区
に
一

任
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
３
年
度

の
金
額
が
最
少
だ

っ
た
地
区
に
お
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
や
組
織
の
都

合
で
事
業
が
滞
っ

た
と
伺
っ
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
・
訪
問
看
護
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
下
水
道
事
業
・

財
産
区
）
及
び
水
道
事
業
会
計
合
わ
せ
て
13
件
に
つ
い
て
、
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
審
査
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
長
に
後
藤
惠
一
郎
委
員
を
、
副
委
員
長
に
古
山
繁
巳
委

員
を
選
出
し
、
９
月
13
日
・
14
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
慎
重
な
審
査
を

行
い
、
い
ず
れ
も
全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

（
各
委
員
の
質
疑
内
容
は
、
要
約
し
て
記
載
）

一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

ふるさと納税の有効活用を

補
助
件
数
の

減
少
対
策
は

髙
橋︵
亨
︶委
員

太
陽
光

発
電
設
置
補
助
金
︵
５
・

６
万
円
︶
の
件
数
は
。
ま

た
補
助
件
数
が
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
温
暖
化
防
止

の
観
点
か
ら
も
対
策
が
必

要
で
は
。

住
民
課
長　
３
年
度
の
申

請
件
数
は
１
件
。
温
暖
化

防
止
の
取
組
み
は
重
要
な

施
策
な
の
で
、
周
知
方
法

も
今
後
検
討
し
て
い
く
。
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各
校
の
取
組
み
と

今
後
の
展
開
は

髙
橋︵
勝
︶委
員

学
校
家

庭
地
域
の
連
携
協
働
推
進

事
業
︵
３
２
４
万
円
︶
の

取
組
み
と
今
後
の
展
開
は
。

社
会
教
育
課
長　
地
域
学

校
協
働
活
動
推
進
員
を
飯

豊
中
、
第
一
小
、
手
ノ
子

小
の
３
校
に
設
置
し
活
動

を
行
っ
た
。
飯
豊
中
は
、

総
合
学
習
や
職
場
体
験
を

通
し
て
地
域
と
の
関
わ
り

を
学
ぶ
。
第
一
小
は
、
田

ん
ぼ
の
先
生
や
昔
遊
び
を

地
域
の
方
か
ら
指
導
。
手

ノ
子
小
は
、
放
課
後
に
地

区
公
民
館
を
利
用
し
て
、

地
域
の
方
と
の
交
流
の
場

を
設
定
し
た
。
４
年
度
か

ら
は
、
第
二
小
と
添
川
小

に
も
推
進
員
を
配
置
し
た

の
で
、
情
報
交
換
を
行
い

な
が
ら
、
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

未
収
金
の
増
額
理
由
は

川
﨑
委
員

未
収
金
は
前

年
度
比
較
で

減
額
す
る
も

の
と
思
う
が
、

法
人
町
民
税

と
学
校
給
食

費
が
増
額
と

な
っ
て
い
る

理
由
は
。

税
務
会
計
課

長　
３
年
度

減
免
分
の
新
た
な
未
収
金

３
件
分
と
な
っ
て
お
り
、

現
在
納
付
要
求
中
と
な
っ

て
い
る
。

教
育
総
務
課
長　
３
年
度

分
と
し
て
３
件
、
元
年
以

前
分
で
１
件
と
な
っ
て
い

る
。
３
年
度
分
は
、
コ
ン

ビ
ニ
納
付
で
期
限
内
に
支

払
わ
れ
た
が
、
シ
ス
テ
ム

の
関
係
で
未
済
と
し
て
残

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
。
未

済
の
１
件
は
、
２
年
間
の

働
き
か
け
が
あ
り
、
６
月

以
降
は
定
期
的
に
納
入
さ

れ
て
い
る
。

割
込
み
放
送

業
務
委
託
の
実
績
は

古
山
委
員

お
ら
ん
だ
ラ

ジ
オ
割
込
装
置
設
置
管
理

費
及
び
割
込
放
送
業
務
委

託
︵
28
・
7
万
円
︶
の
実

績
は
。

防
災
管
財
室
長　
役
場
庁

舎
内
に
装
置
が
あ
り
、
災

害
発
生
時
に
、
各
世
帯
に

配
布
し
て
あ
る
ラ
ジ
オ
を

通
し
て
呼
び
か
け
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

お
ら
ん
だ
ラ
ジ
オ
放
送
局

に
、
長
井
市
と
共
同
で
利

用
で
き
る
装
置
が
あ
り
、

放
送
業
務
委
託
と
な
っ
て

い
る
。
３
年
度
は
災
害
で

の
利
用
は
無
か
っ
た
も
の

の
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
訓
練
放

送
や
緊
急
地
震
速
報
訓
練

と
し
て
、
割
込
み
放
送
を

行
っ
た
こ
と
か
ら
の
支
出

と
な
っ
て
い
る
。

（
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
）

質
疑
な
し

特
別
会
計

決算特別
委 員 会

協働推進事業協働推進事業
各校の取組みと今後は各校の取組みと今後は

緊急時には割込み装置で

　

９
月
定
例
会
で
上
程

さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ

い
て
、
そ
の
認
定
審
査

の
た
め
に
設
置
さ
れ
る

委
員
会
で
す
。

　

決
算
の
審
査
は
、
当

該
年
度
の
予
算
の
議
決

に
基
づ
く
財
務
処
理
の

全
体
を
通
し
て
、
そ
の

執
行
が
適
正
、
公
平
か

つ
能
率
的
、
合
理
的
に

行
わ
れ
た
か
否
か
の
適

否
を
審
査
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
予
算
執

行
の
効
果
等
を
判
定
し
、

次
年
度
以
降
の
予
算
編

成
お
よ
び
将
来
の
あ
る

べ
き
行
財
政
の
指
針
と

し
て
反
映
さ
れ
る
べ
き

重
要
な
意
味
を
持
つ
も

の
で
す
。

決
算
特
別
委
員
会
と
は

地域住民と共に有意義な放課後に
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企
業
支
援
施
設
（
旧
山

大
研
究
所
）
の
収
入
は

川
﨑
委
員

企
業
支
援
施

設
使
用
料
と
し
て
の
１
０

０
０
万
円
は
ど
こ
か
ら
の

収
入
な
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
上
期
分

は
山
形
大
学
よ
り
５
０
０

万
円
、
下
期
分
に
つ
い
て

は
セ
パ
レ
ー
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
よ
り
５
０
０
万
円
得
て

い
る
。

令
和
３
年
度
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観

光
業
活
性
化
の
組
織
）
に

よ
る
経
済
的
効
果
は

舟
山
委
員

４
９
７
万
円

拠
出
し
て
い
る
効
果
に
つ

い
て
は
。

観
光
交
流
室
長　
地
方
創

生
交
付
金
に
よ
り
町
は
半

額
の
２
４
８
万
円
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
カ

鳥
獣
被
害
対
策
は

髙
橋︵
亨
︶委
員

有
害
鳥

獣
被
害
対
策
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
は
。

農
林
課
長　
県
補
助
事
業

53
万
３
千
円
に
つ
い
て
は

電
気
柵
設
置
８
件
の
実
績

で
あ
り
、
町
単
独
補
助
事

業
21
万
円
に
つ
い
て
は
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
水
田
畦

畔
被
害
復
旧
が
１
件
、
花

火
に
よ
る
追
い
払
い
が
１

件
、
電
気
柵
設
置
が
２
件

と
な
っ
て
い
る
。
イ
ノ
シ

シ
に
は
電
気
柵
の
効
果
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
売
り

上
げ
は
２
２
０
万
円
ほ
ど

で
す
。
差
額
の
28
万
円
ほ

ど
は
春
の
白
川
湖
畔
の
利

用
に
よ
り
町
負
担
以
上
の

消
費
活
動
は
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

ひ
め
さ
ゆ
り
荘
の

改
修
に
つ
い
て

屋
嶋
委
員

ひ
め
さ
ゆ
り

荘
施
設
整
備
補
助
金
が
、

当
初
予
算
５
６
９
万
円
よ

り
１
８
９
万
円

増
額
し
た
こ
と

の
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長

当
初
は
交
付
金

が
な
く
、
一
般

財
源
で
工
事
費

の
４
分
の
３
、

５
６
９
万
円
を

補
助
金
と
し
て

計
上
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
国
よ

り
十
割
補
助
の

一
　
般
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計

内
示
が
あ
り
、
昨
年
９
月

補
正
で
１
８
９
万
円
を
追

加
計
上
さ
れ
た
。

休
館
施
設
の
委
託
料
は

髙
橋︵
勝
︶委
員

フ
ォ
レ

ス
ト
い
い
で
お
よ
び
木
こ

り
館
は
平
成
元
年
６
月
よ

り
休
館
中
と
な
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
料
50
万
円
、
維

持
管
理
業
務
委
託
１
５
０

万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る

が
こ
れ
に
つ
い
て
は
。

有害鳥獣対 策の成果は有害鳥獣対 策の成果は 産業厚生
所 管 分

再開が待たれるフォレストいいで

いのしし被害を受けた水田
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観
光
交
流
室
長　
修
繕
が

発
生
し
た
場
合
に
、
事
前

の
特
別
枠
と
し
て
50
万
円

を
設
け
て
い
る
。
維
持
管

理
業
務
に
つ
い
て
、
防
犯

の
た
め
警
備
保
障
会
社
を

利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に

雪
囲
い
を
す
る
経
費
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

運
営
事
業
は

古
山
委
員

ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
運
営
事
業
と
し
て

７
０
９
万
円
を
有
限
会
社

ホ
ッ
ト
ワ
イ
ヤ
ー
グ
ル
ー

ッ
プ
に
委
託
し
て
い
る
。

町
へ
の
貢
献
は
。

商
工
観
光
課
長　
町
関
連

の
売
り
上
げ
は
２
０
０
万

円
ほ
ど
あ
る
。
町
内
産
品

の
販
売
や
、
移
住
交
流
の

窓
口
と
し
て
も
頑
張
っ
て

い
る
。
野
菜
農
家
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
町
の
交
流
も
計
画
し

て
い
る
。
今
夏
は
屋
台
村

を
使
っ
て
の
交
流
成
果
が

あ
っ
た
。
向

こ
う
で
の
飯

豊
の
認
知
度

は
上
が
っ
て

い
て
、
今
後

も
運
営
を
継

続
し
て
い
く
。

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

屋
嶋
委
員

生
活
習
慣
病

改
善
事
業
費
の
デ
ー
タ
分

析
事
業
３
９
６
万
円
に
つ

い
て
は
。

健
康
福
祉
課
長　
健
康
保

険
被
保
険
者
に
対
し
て
適

切
な
保
健
指
導
を
行
う
た

め
に
現
状
の
分
析
と
糖
尿

病
罹
患
前
の
対
象
者
抽
出

を
大
き
な
目
的
と
し
て
い

る
。
委
託
の
内
容
は
、
医

療
者
分
析
、
糖
尿
病
症
性

腎
症
対
象
者
の
リ
ス
ト
作

成
、
健
康
管
理
情
報
分
析

リ
ス
ト
作
成
、
町
全
体
の

分
析
結
果
を
取
り
ま
と
め

て
報
告
す
る
。
な
お
、
町

の
医
療
費
の
支
出
順
位
は

ガ
ン
、
循
環
器
、
精
神
疾

患
と
な
っ
て
い
る
。

れ
る
が
今
後
、
美
の
里
の

運
営
に
支
障
が
き
た
さ
な

い
よ
う
に
も
す
べ
き
と
思

う
の
で
、
回
収
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

未
収
金
に
つ
い
て

川
﨑
委
員

介
護
老
人
保

健
施
設
の
入
所
負
担
金
と

通
所
負
担
金
の
未
収
金
に

つ
い
て
３
年

間
全
く
変
わ

っ
て
い
な
い

が
、
今
後
の

対
応
は
。

事
務
長　
内

訳
に
つ
い
て

通
所
４
件
、

入
所
１
件
と

な
っ
て
い
る
。

未
収
金
に
対

し
て
催
告
、

電
話
、
文
書

配
布
、
訪
問

な
ど
の
対
応

を
し
て
き
て

い
る
。
コ
ロ

ナ
等
の
諸
事

情
も
考
え
ら

東
京
高
円
寺
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

有害鳥獣対 策の成果は有害鳥獣対 策の成果は決算特別
委 員 会

介護老人保健施設　美の里
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◆
幼
保
一
元
化

　

手
ノ
子
幼
稚
園
、
添
川

児
童
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の

運
営
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
開
催
し
、
今
年
度
で
２

施
設
を
閉
園
す
る
こ
と
で

了
承
い
た
だ
い
た
。
幼
保

一
元
化
の
環
境
を
整
え
、

認
定
こ
ど
も
園
２
園
化
に

向
け
て
関
係
条
例
等
を
12

月
定
例
会
に
提
案
し
た
い
。

（
教
育
総
務
課
）

◆
災
害
ご
み

　

災
害
ご
み
の
仮
置
き
場

は
、
10
月
以
降
も
開
設
し

て
い
き
ま
す
。
町
民
の
方

の
搬
入
は
土
曜
日
と
日
曜

日
と
な
る
。　
（
住
民
課
）

◆
罹
災
証
明

　

８
月
31
日
に
罹
災
証
明

書
を
送
付
し
た
。
内
訳
は
、

全
壊
が
２
件
、
中
規
模
半

壊
が
４
件
、
半
壊
が
39
件
、

一
部
損
壊
が
98
件
で
あ
る
。

（
税
務
会
計
課
）

◆
字
名
の
変
更

　

県
営
の
手
ノ
子
地
区
土

地
改
良
事
業
の
施
工
の
結

果
、
手
ノ
子
、
小
白
川
の

字
名
と
地
番
の
変
更
が
必

要
な
た
め
、
字
の
区
域
及

び
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

提
案
し
た
い
。

◆
貸
付
金
制
度

　

災
害
援
護
資
金
貸
付
金

制
度
が
あ
り
、
住
宅
の
全

壊
は
２
５
０
万
円
、
半
壊

は
１
７
０
万
円
を
貸
し
付

け
、
償
還
期
間
は
原
則
10

年
間
、
う
ち
据
え
置
き
期

間
が
３
年
間
と
い
う
制
度

で
す
。
財
源
は
、
県
の
財

政
措
置
で
対
応
し
た
い
。

（
総
務
課
）

●
園
児
バ
ス
の
対
策
は

髙
橋︵
亨
︶委
員　
園
児
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
安

全
対
策
は
万
全
か
。

教
育
総
務
課
長　

現
在
、

わ
く
わ
く
こ
ど
も
園
、
す

く
す
く
こ
ど
も
園
で
運
行

し
て
い
る
。
運
転
手
、
添

乗
員
の
２
名
が
乗
り
、
名

簿
に
よ
り
乗
降
時
に
確
認

し
保
育
園
の
先
生
に
引
き

渡
し
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

降
り
た
後
に
消
毒
作
業
を

行
い
確
認
し
て
い
る
の
で
、

対
策
は
と
っ
て
い
る
。

●
支
援
法
の
内
容
は

菅
野
委
員

生
活
支
援
生

活
再
建
支
援
法
の
内
容
と

床
上
浸
水
の
罹
災
認
定
基

準
は
。

総
務
課
長　
生
活
再
建
の

支
援
制
度
は
、
全
壊
で
最

大
３
０
０
万
円
、
基
礎
支

援
金
１
０
０
万
円
に
再
建

方
法
に
よ
り
、
建
築
購
入

の
場
合
プ
ラ
ス
２
０
０
万

円
、
補
修
の
場
合
プ
ラ
ス

１
０
０
万
円
と
な
り
、
中

規
模
半
壊
な
ど
も
対
象
と

な
る
制
度
。
ま
た
、
床
上

浸
水
の
認
定
は
浸
水
水
位

が
50
セ
ン
チ
以
上
が
中
規

模
半
壊
、
50
セ
ン
チ
以
下

が
半
壊
と
な
る
。

●
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
進
捗
は

遠
藤
委
員

木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
取
組
み
で
、
し
ら

さ
ぎ
荘
の
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ

ー
の
導
入
の
進
捗
状
況
は
。

企
画
課
長　
飯
豊
バ
イ
オ

マ
ス
株
式
会
社
を
事
業
者

に
決
定
し
て
、
国
の
補
助

金
の
申
請
を
町
か
ら
飯
豊

バ
イ
オ
マ
ス
株
式
会
社
に

変
更
手
続
き
を
し
て
い
る
。

変
更
の
確
定
を
い
た
だ
き

次
第
報
告
す
る
。

●
情
報
発
信
の
あ
り
方
は

古
山
委
員　
こ
の
た
び
の

豪
雨
に
対
す
る
非
難
情
報

発
信
は
適
切
だ
っ
た
か
。

総
務
課
長　
８
月
３
日
16

時
20
分
に
自
主
避
難
で
は

な
く
高
齢
者
等
避
難
を
お

ら
ん
だ
ラ
ジ
オ
や
デ
ー
タ

放
送
で
発
信
し
た
。
18
時

に
避
難
指
示
、
18
時
15
分

に
緊
急
安
全
確
保
を
い
ろ

ん
な
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て

情
報
発
信
を
行
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
垂
直
避
難
」

な
ど
理
解
し
に
く
い
言
葉

が
あ
る
な
ど
今
後
の
教
訓

と
す
る
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
は

後
藤
委
員

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
人
材
誘
致
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
業
務
委
託
の
内

容
は
。

企
画
課
長　
令
和
５
年
度

か
ら
企
業
型
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
受
け
入
れ
る

た
め
準
備
の
事
業
。
募
集

に
関
す
る
業
務
や
飯
豊
町

に
来
て
い
た
だ
き
町
の
状

況
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
お
試
し
協
力
隊
を
行
う

事
業
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

令和4年度で手ノ子幼稚園・添川児童センター閉園令和4年度で手ノ子幼稚園・添川児童センター閉園

わくわくこども園・すくすくこども園のわくわくこども園・すくすくこども園の
２園体制２園体制へへ 総務文教常任委員会
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◆
８
月
災
害
状
況

　

農
林
関
係
で
は
５
６
５

７
個
所
、
被
害
額
約
48
億

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

道
路
関
係
に
つ
い
て
は
、

８
１
路
線
、
１
６
３
箇
所
、

被
害
額
は
約
49
億
円
と
な

っ
て
お
り
、
県
に
公
共
災

害
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。

（
農
林
振
興
課
）

（
地
域
整
備
課
）

◆
専
門
職
大
学

　

専
門
職
大
学
に
つ
い
て
、

昨
年
10
月
に
申
請
を
行
い
、

８
月
31
日
文
部
科
学
大
臣

よ
り
認
可
を
受
け
、
赤
門

学
院
で
は
、
９
月
５
日
に

認
定
を
受
け
て
い
る
。

（
商
工
観
光
課
）

◆
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

10
月
14
日
で
第
４
回
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
完

了
予
定
で
あ
る
。
小
児
ワ

ク
チ
ン
は
９
月
６
日
か
ら

努
力
義
務
へ
移
行
す
る
の

で
接
種
勧
奨
を
し
て
い
く
。

（
健
康
福
祉
課
）

●
専
門
職
大
に
つ
い
て

屋
嶋
委
員　
専
門
職
大
学

認
可
に
伴
う
住
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
は
。

地
域
整
備
課
長　
住
環
境

基
本
計
画
の
策
定
を
行
っ

て
い
る
。
い
い
で
ハ
イ
ツ

入
居
は
６
割
弱
な
の
で
単

身
で
の
入
居
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

●
災
害
に
伴
う
水
源
確
保

舟
山
委
員

大
平
水
源
の

復
旧
は
。

上
下
水
道
室
長　
萩
生
取

水
個
所
は
５
箇
所
あ
る
。

１
箇
所
は
年
内
復
旧
可
能

で
あ
る
が
、
４
箇
所
に
つ

い
て
は
数
年
を
要
す
る
。

●
農
家
の
自
力
復
旧
は

髙
橋︵
亨
︶委
員

農
家
が

自
力
復
旧
で
き
な
い
部
分

を
町
で
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
個
人
負
担
は
ど
う
か
。

農
林
課
長　
国
の
災
害
復

旧
が
適
用
さ
れ
れ
ば
５
％

前
後
、
県
の
小
規
模
災
害

を
適
用
す
れ
ば
２
割
の
受

益
者
負
担
と
な
る
。

●
ク
マ
捕
獲
に
つ
い
て
は

古
山
委
員

ク
マ
捕
獲
設

置
に
つ
い
て
、
離
れ
た
所

で
告
知
す
る
べ
き
で
な
い

か
。

農
林
課
長　
罠
設
置
個
所

を
見
に
行
く
人
が
い
る
。

危
険
で
あ
り
ク
マ
に
襲
わ

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

●
加
工
米
に
つ
い
て
は

菅
野
委
員

新
規
需
要
米

を
含
め
た
加
工
米
の
取
扱

い
に
つ
い
て
国
県
か
ら
指

示
が
来
て
い
る
か
。

農
林
室
長　
農
政
局
山
形

拠
点
に
問
い
合
わ
せ
て
い

る
。
契
約
は
確
保
が
原
則

で
あ
る
が
変
更
も
可
能
と

言
わ
れ
て
い
る
。
農
家
の

被
害
額
が
は
っ
き
り
す
る

ま
で
に
時
間
を
要
す
る
が

デ
ー
タ
を
そ
ろ
え
、
農
政

局
に
問
い
合
わ
せ
て
い
く
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

8月災害の早期復旧を8月災害の早期復旧を
産業厚生常任委員会

クマ捕獲のオリ

被災した町道新沼線
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発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
菅
野
富
士
雄

発
　
　
　
行

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
舟
山
　
政
男

副
委
員
長
　
遠
藤
　
芳
昭

委
　
　
員
　
後
藤
惠
一
郎

　
　
　
　
　
　
川
﨑
祐
次
郎

　
　
　
　
　
　
屋
嶋
　
雅
一

　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
勝

8
月
３
日
の
豪
雨
災

害
に
よ
り
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

線
状
降
水
帯
が
及
ぼ
す

大
規
模
災
害
は
、
い
つ

ど
こ
で
発
生
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
状
況
で

す
。
改
め
て
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
の
総

点
検
が
必
要
な
時
で
す
。

（
川
﨑　
記
）

編
集
後
記

　この度議会では、町内に住む女性の方との懇談会を開催することとなりました。
女性の視点からの意見や要望を伺い、今後のまちづくりの提言に繋げていきたい
と思います。

日　　　時 令和５年１月29日（日）9:30～ 11:30
会　　　場 　東部地区公民館（しらさぎ荘隣）

参 加 資 格 　町内に住む個人・団体の女性の方 

締 め 切 り 　令和４年12月19日（月）             

申し込み・お問い合わせ 　議会事務局　担当　大谷部・井上
　　　              　　 　TEL 0238－87－0527  FAX 0238－72－2430  

女性の方との懇談会女性の方との懇談会

定例会を
傍聴してみませんか
次回の定例会開催は
12月8日（予定）からです。
　インターネットででも
　　　　見ることができます。

お問い合わせは議会事務局へ

町
議
会
と
の　
意
見
交
換

　

飯
豊
町
議
会
で
は
、
町
内
の
各
団
体
や
グ
ル
ー

プ
と
、
現
在
ま
た
は
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
会
の
場
も
引
き
続
き
、
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
団
体

　
　

町
内
に
所
在
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
。

　
　

参
加
人
数
は
概
ね
10
名
程
度

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　

議
会
事
務
局　

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
３
８

－

８
７

－

０
５
２
７

募集
女性から視た思いをお聞かせください。女性から視た思いをお聞かせください。
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